
終りに,試駿を実施するにあたりいろいろと便宜を收はかられた,オ胞営林局,余市卷朴 

雲の関係各位に深く感謝の意を表する。

なお本試験終了後の昭和う 8年6月にはラセン状まきじめの効果をたしかめるため,蹄 

を行なう•予定になっている。
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I.試験担当者 

土しょ5部土じょう肥料土じxう肥餐研究室 堀田 席, 有光

(原田 洸, 吉本 衛)

北海道支羯造林部造林第一研究室 原田 洸, 山本

真田 勝

四国支場土じょう研究室 佐藤 俊 岩川 雄幸

吉田 (下^ 回正)

n•試験目的

全木集材によりひき起されると予想される地力の低下の程度を明かにするため全木集材にょ 

る土壊の物理性•化学性の経年変化流亡養分景:などの基礎資料を得て,地方維持対策忙資する。

in ・就駿経過と得られた成果

1.土じょう部

高能山滝の沢国有林内に跃験地を設定した。本皱験は全木集材による養分の持出鼠ならび 

にそれにともなう土埃変化と,地表流• 土壌水による養分溶脱について検討したものである。 

試験地は斜面上部!よヒノキ林を斜面下郃はスギ林を伐採した跡地であり,全木集材区(全祥 

集材後枝条をまきおとしたもの)と対照区(全斧樂材後枝条をたなずみ地拚したもの)のe 

区を設定した。

集水装做は林試が考案したテンションフリーライシメーターを使用し,地表に2ヶ所,A 

層(深さ1〇饥)3ヶ所,B/S(深さ3 〇^) 3ヶ所それぞれ殴置した。集水髭の測定は約 

1・5ヶ月に】回測定し,その水分析をおこない養分策を定髭した。

1—! 枝菜に含まれる養分:fitと養分持出最

全幹集材と全木集材との猥分持出し疑の違いCT枝雅髭に含まれる狡分嵐:の差と考えられ 

る。スギ・ヒノキ林の枝棄址ならびにそれに含まれる麥分張1 土表ー1のとおりである。 

また下屈植生の發分虽は表ー8田示すとおりである。
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表ー1 スギ・ヒノキ枝棄の架分含有な
Xf>/ ha

スギ掛高m N P2 〇3 K2 〇 Ca 0 MgO

1 & 1 3 1 a 8 。 4 7 1 4 & 6 6 17 9 020

18 3 2 〇 ft 〇 7Z7 1271 4 8 & 8 〇 •L 8

1 a 3 2266 5 4 8 1 0 a 2 44 &8 —

ヒノキ & 9 a 〇 fi <• 2 13 4 7 3 8 a 0 7 ft 2

表一 2 下履植生に含まれる整分含有位
2/ha

植 生 N P2 O3 K, 〇 C a 0

シキミ,クロモジ

アブラチャン 8 1 1 〇 5 6 6 1

ャブニッケイ等

枝葉に含まれて林外に持出される必分量は 臨〇が液も多く,次いで、K2O, Mf.O. 

でら。が最も少いか向を示した。

これらの点より本泯験においてはすでに就娅設定前に伐採がおこなわれており,養分 

持出し虽を推定すると,N ： 2 5 〇〜3 0 0む,P2 Os ： 5 〇〜6 0 Kg, K2 0 ：10 0 

～150 阿,Ca 0 : 4 〇 〇〜5 〇 0 K?, MgO : 5 〇 〜70Kg/ha 程［斐となる。

1-2地表流,也水中に含まれる養分濃度

設置したライシメーターにより集水されたものはPF a 0までのもので,土壌中を流動 

している土壊溶液の一部を採集Lたものである。また土壊水中の養分は柳物に吸収された 

残りである。これらの点を考えながら,土壊中の旅分浪麼の動懲を考察するとつぎのと・ 

りである。

林地における微少な立地差により,集水蛍,各養分浪废にはかなりの建いカ;見られた。 

L5ヶ月毎に集水したものを,4〜10月(夏期),10月〜11月(冬期)にまとめ, 

無機態窒素について図ー1,2に示した。

① 表面流水中に含まれる無機悪N濃度はたなすみ区の方が髙い傾向を示した。在た伐採 

より時問が経迅するにつれて急激に低下するが,低下率はまきおとし区の方が高い傾向 

にある。土壌中の眺度も急激に低下するが,たなずみ区,まきおとし区の差は明らかで
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表面流

図ーIた左ずみ区の無毆懇N含有宰
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図ー2 まきお・とし认の您吸態N含有率
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なかった。

(2) Caは表而流についてはたなずみ区の方が高い傾向を示した。Nのように時間の経過 

とともに低下する傾向は認められない。土壌水中の波度は時間の経過とともに低下する 

傾向がある。また表而流,土埃水ともに夏期に低く,冬期に高くなる傾向を示した〇

③ Kについては表面洗は時間経迅とともに高くなる烦向を示したが•土壊水については 

明らかな倾向は站められなかった。

2北海道支埸造林第1研究室

全木集材・にともなう養分彷岡の破壊,土煥の理化学性の変化の実態を把握するとともは, 

これが地力低下に及ぼす影響を究明するという観念から調査を進めた。

1)トドマツ天然林(林令9 6年)全木集材•予定地の立木の成長状態ならびに安分含有聞 

査を灾施した。

立木本数は1010本/ha ,樹髙七〇〜2 a 5 m ・平均1& 3 m,胸高直径はa 〇 —

3 R0GJ1•平均1ft 701を示す成長絞慾であった。標华地内より5本の襟準木を選木し, 

各部位別養分含右设を期査した。

表ー 3 トドマツ林の養分含有払

ton/ ha K#/ ha

乾重曜 N 〇5 K2 〇 C aO

幹 1110 3 5 a 5 3 2 2 Q 8 6 2 8 9

_ ____ 3 a 3 8 44 14 5 7 a 9 1 8 ft 5

枯枚 ft 5 2 a 0 LO 45 7 1 2
葉 1 5.9 1 8 ao 2 a? 1 0 Q 9 1 7 ft8

at 1 7 2.7 5 5 as 6 7 8 4 0 31 10 7 2%

主耍植生:トドマツ稚樹,ツバメオモト,イワガラミ,ベニバナイ,チャクソウ, 

フツキソウ,スノキ,シダ類,ツルリンドウ。

表ール 相(生およびAo肘の養分含有州:

ton/ ha Kg/ha

乾重量: N 卩2 〇3 k2 〇 C a 0

植生 1.2 1 4. 3 2B a 7 1 L5
Ao膚 1 5.9 2 5 4. 9 3 11 2 2 6 2 3 8 5

土壊 深さQ 5 TH 8 116 1i a i 2 9 8 4 1 4i 7 ft 8
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2)也配予定地を, 4年9月全幹果材を灿し,その後枝条額をそのま:t放故した区と,人 

为的に枝条溜を除去した区を2回反復で没定した。2処理区の伐採による於分持出爻を:克 

出すると義一⑤のとおりである。

我一 5 伐採による象分持出虽

処
理
区

卷

分

伐採後林地に残る養分敏 昭/ha 仪採による
安分号出量
Kp/ h a林床拋 A0岡 土壊 枝条類 斜

N 14 2 5 5 8 1 8 2 9? 13 8 4 2 5 4

ら〇3 3 3 7
1I 〇 4 4 1 9 4 3 3

も〇 1 〇 2 3 2 9 8 18 4 5 1 5 2 3 1

Ca 0 1 2 2 8 9 14 7 0 4 4 4 2 2 2 4 fl 3 9

枝無

N ]4 2 5 6 8 18 〇 10 8 7 5 5 1

PZ 〇5
3 3 7 110 〇 1 5( 〇 8

条区
て2 〇 ! 〇 2 8 2 9 8 〇 a 8 1 i 0 &

Ca 0 1 2 2 8 9 1-^79 0 1 17 8 0 10 7 2

3)伐採跡地の植裁試験

4 6年6月処理区を下紀のようにし,アカエゾマツ5年生苗を植裁した。

表ー 6 試験設計

処 理 施肥蛍および施兜法 反復 施肥月 日

枝条散布 — 2

枝条除去 ■■— 2

枝条散:布・施肥

@ 】号Nで!.09/1本 

環次施肥
2

4. a a 7

枝条除去•痢肥 〃 1 4. a a 3 1

枝条除去

:枝条紛腊驚施肥

区而積当りN : ftO 3K?

ら 0〇 :1.0 5 〃

全面散布 K2 〇 : 4.2 7〃

1

♦ a & i 7半鎌 

い&半:a予定

対 照
1

1
•
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3 :年】〇月各炉の3年商の成長・云蛇】-J査し7滸§衆は表ー 7のとおりである。

設ー 7 校哉木の生育状態 (4 a a1?植我)

処 理 反很
植裁

本数

樹高

4 a ai 8 cn
伸長:ft

46 ^CR
未活滞

本数

伸長覺

1 7年E

支障木

本

枝条散布

1

2

〇 T

5 1

3 as

3 40

ao

&8

〇

〇

113

1 ao

5 

〇

枝条除去

1

2

I 〇 〇

8 4
4 a i

8 7 1

•1.9

&0

1 〇

〇

40

<18

3 8

〇

枝条散布

施 肥

1

2

] 〇 5

7 〇

3 23

3 Q3

ao

<16

〇

〇

1 as

1 L4

6

7

枝条除去

施 肥

1 〇 6 8 &? 3 13 14

枝条除去

枝条相当衆施肥

1 〇 5 ♦1.1 2 G 9 1 〇

対 照 1 〇 i 3 as t8 1 43 弓'

植裁後2年間の成績であり,結漏は出てないが植栽当初は枝条除去区—すなわち全 

木集材区の成長は枝条撤布区に畝べ悪い傾向を示している。

また施肥効果は枝条撒布施肥区が,枝柴除去施肥より大きい肥効をあらわしてる。今後 

さらに試験を継続し,土壌变化についての検討をおこなう予定である。

a四国支場土壊硏究室

全木集材による称材および枝条の林外への持出しが,林地の吐城(主として侵食)ならび 

に跡地の柢我木の成育に及ぼす影緡を明らかにする目的で,电和4 3(1008 )年度から 

建川営林署管内源ケ内国有林に賊地を設定し,調壹を開始した。

現灿で牡,実際には全木果材は行なわれていなかったので,人為的枝条除去区,枝条放掇 

整を作り,尾級筋(平担面と斜面,Bb型土壌),中腹斜面(Be型土壊),下部斜面 

(Bd型土坡)にそれぞれ配战した。

試験区には,19 8 〇年3月にスギを梢載し,植裁時および10 ? 〇年2月に樹高測定を 

おこなった。
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土壊の後会の調査は,種々の測定方法が考えられるが,この調査地では,圾も筒便な方法 

として,試験区内にほぼ5〜6 mの距槌をもつ2つの定点を投け,この間に鉄線を張り2 ° 

国間隔に鉄線から地表までの距離を測定した。なお,この測定線は1区内で2か所設けた〇

試験抱の軽況は次のとおりである。

_区_ 土壊型 位ta 彼斜度

I Bd 纽而下部 3 5 〜4 0

II Be 〃中腹 3 〇

m Bb "上部 1 8 ～ 1 5

IV Be 〃 〃 8 〇〜8 5

試駿地設定後,年間の土壊侵会状態ならぴに槛植栽木の成長状態は,表ー8のとおりであ 

る。

4年間の総侵食深は斜而下部の全木我材区が赦も大きい。斜面中腹やゆ斜而上部は侵共深 

が小さく,枝条の有無の影智はあまり認められないようである。

年間侵会深は全般に小さくなってきているが,全木集材区は対照区忙比ペて大きい。

枝条の有録と植裁木の成長との関係はほっきり踞められないようである。

表ー 8 土壌役金と植裁木の成長

区
4 I年度年間 

侵食深

ん年間の

総侵食役

植栽木の

<•年間の伸長:a

除去 Q 8 8 a 7 8 1 2 ft 5

J 

放置 a 3 2 レ2 13 20

除去 a 5 c 3t 〇 a 9 &3

n

放置 a ? ? 4 5 7 9呈2

除去 Q 8 6 2 7 6 1 0 L6

m

放置 0 5 3 2. 5 3 9 a 3

除去 1.2 2 6.2 2 1 4 1.1

IV

放曜 ー仪•4 2. 0 6 1 5 tt 4

-1 T〇-

除去:枝条除去全木集材跡地 

放〇:普通集材跡地

成 木 施 肥 法

一林地肥培体系の確立ー


